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2009年  年頭にあたつて
新年のご挨拶

当院の管理栄養士と病院給食紹介

1月 のお知らせ

外来基本診療体制

・・̈
“

松 波 麗 病 院

羽島郡笠松町田代 185の 1
TEヒ 058‐ 388‐ 0111(十烏)



2009年  筆頭にあたつて
社会医療法人 蘇西厚生会
松波総合病院 理事長 松波 英寿

新年あけましておめでとうございます。新年

を迎えるにあたり、旧年を振り返つてみます。

2008年 は世界中でさまざまな問題が発生

し、大き<社会が混舌ししました。さまざまな問

題の中で、21世紀の世界情勢に大き<影響する

事柄は、アメリカ発の金融危機とロシアのグル

ジアヘの侵攻でしよう。前者は金融のみなら

ず、実態経済にも大き<影響し、未曾有の大不

況に突入する前夜のような状況になりつつあり

ます。

後者の問題は、国際社会もアメリカもその行

為に対して何の対策もこれず、静観 した事で

す。これは、アメリカを中心とした国際社会の

秩序が完全に崩れさったことを意味していると

思います。金融のみならず、軍事のパワーバラ

ンスまでもが、含後より大き<変革すると思わ

れます。このような非常に危うい状態に我々は

立たされていると認識しなければならないと思

います。

勿論医療を取り巻<状況も近年中によ<なる

と思っている方は一人もいないでしよう。医療

費が伸びることはたしかに大きな問題ですが、

医師・看護師不足のみならず、医療制度そのも

のが崩壊する可能性が迫っているとも考えられ

ます。医療は本来、衣食住と共に文明国家で人

が生きてい<うえで、最低限保障されなければ

ならないものです。このような中でも、我々は

工夫して、自ら努力してでき

ることを行い、現状を改善じ

なければなりません。それ

は、いかに効率よ<患者様を

治療し患者様 |こ満足を提供す

ることができるかを検討し実

行することです。

当法人は昨年10月 に全国で3番目の社会医療

法人として認可されました。

社会医療法人は、県の医療計画に則つた医療

活動 (当院は、救急医療)を、押し進めること

で認可されましたが、そもそも医療は社会性の

強い業態なので、ある意味では当たり前のこと

を行つていけばよいとも言えます。

世情は厳 し<、 いつか聞いた  “美しい日
本" “セーフテイーネットが張り巡らされた
国" “元気な日本" “活力ある国つ<り "な

ど、程遠い年明け、となりそうですが、我々医

療人は頑張つて地域住民の皆様の “セーフ

テイーネット"になるべ<努力し、 “活力"に

満ちた毎日の医療活動を行い “元気のある医療

法人"でありたいと思います。
その我々の姿を、また、疾患がよ<なった患

者様の姿が、地域住民の方々から “美しい
"と

思っていただければ幸いです。そのためにも努

力していきたいと思います。

本年もどうぞよろし<お願い申し上げます。

拳 当院の管理学春士と病院給公を紹介をします

現在栄養科には7人の管理栄養士が在籍し、栄養相談や入院患者

様の栄養管理を行っています。合回は病院の給食についてご紹介し

ます。

病院給食は、委託給食会社の栄養士、調理師らこともに、治療の

一助となるよう1固人に合わせた食事を提供しています。食事の種類

は150種類以上あり、1回あたり約280

食を提供しています。常食、軟食、幼児

・4り巳食では毎食選択メニューを実施する他、月に1回以上の行事食や李節

の献立をとり入れ、出産後 |こはあ祝い膳を提供しています。

これからも患者様からのご意見をいただきながら、安心して食べていた

だけるおいしい給食をめざして、提供していきたいと思います。

+ 書澪T言合 信言詈量子 偽
木霊量 侯中直美



緬 年 の ど 挨 拶
社会医療法人 蘇西厚生会
松波総合病院 病院長 山 北  宜 由

新年あけましておめでとうございます。

昨年は、厚生労働行IEXにおいて、年金問題や

後期高齢者保険制度が大きな問題となり、それ

がそのまま山積みになって年が明けました。岐

阜県の病院勤務医の数は10万人あたり111人程

しかおらず、なんと全国で3番目に少ない状況

です。幸いなことに松波総合病院は初期臨床研

1参医も募集枠一杯に志望者があり、その後の後

期研修医も他病院で研修を終えた若い医師も応

募して<れる状況にあり、絶対的な医師不足に

陥らずに地域中核病院としての役割を果たして

い<ことができております。

さて、岐阜県は昨年 (2008年夏)「岐阜県

保健医療計画」を策定し県ホームベージや冊子

で広<県民にその内容を公開しています。特に

いわゆる「4疾病」といわれる、がん、急性心

筋梗塞、脳卒中、糖尿病の診療を重点的に行え

る病院を具体的にあげて県民に示しております

が、松波総合病院は、このどれもに対処できる

十分な医療体制を提供できる病院です。がん診

療につきましては、従来からの腹腔鏡を使つた

がん切除術はもちろん、昨年5月 PET搭載型ガ

ンマカメラの導入、また新年 1月からは放射線

治療を再開いたします。消化器がんの早期発見

のための消化器内視鏡検査室は昨年8月 にプラ

イバシー保護を重視した形に新装改築いたしま

した。

また、外来のがん化学療法を少しでも苦痛少

な<実施できるように外来化

学療法室の改装を11月 に済

ませ、院内体制もがん診療に

かかわる認定専門医だけでな

<、 専門の薬剤師、看護師の

育成 |こ力をいれています。

急性心筋梗塞は以前から当院が最も力を入れて

地域医療に貢献している分野のひとつですが、

循環器内科医、心臓血管外科医が共同で診療に

あたり、昨年8月 には心臓血管造影装置の機種

を変更し最新の医療を提供できる体制をとりま

した。

また、昨年4月からは脳血管外科専門医の着

任により、脳梗塞の超急性期の薬物療法や脳動

脈瘤に対する血管内コイリング療法 (血管内手

術)など、最新の治療法を駆使して診療を行つ

ています。従来通り、糖尿病をはじめとする生

活習慣病 |こ対しても経験豊富なスタッフによつ

てきめ細かな診療体制をとっていますので、メ

タボリック症候群はその入り□から重症合併症

である心筋梗塞、脳卒中まで十分に対処できる

病院となっています。

当法人は昨年10月 に救急医療を十分行つてい

る法人として全国で3番目に社会医療法人とし

て認可されたこともあり、本年も地域の中核を

なす病院として役割を果たしてい<所存ですの

で、よろし<お願い申し上げます。

■糖尿病教室 ※糖尿病が気になる方はどなたでも気颯こご参加<ださい。
◎入門コース… 1回で糖尿病について一通り学べます。

17日①  3階講堂にて 午後 20言～ 48守
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